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狀
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れ
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を
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猫

度

を

推 

定
し
て
近
似
誉
求
ひ
る
こ

V

•

は
'

幾
多
の
條
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範
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憑
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友 

れ
ば
.比
較
：£
ば
が
當
該)

統
計
の
奴
法
學
»

就
い
.
.て
合
法
的
硏
究
を
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あ
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又
は
國
際
的
.，の
協
同
的
.
努
力
は
、
乙
の
.

»

-に
’ 

於
，い
尤
最
难
必
要
.で
あ
ら
う
。
,:
)

又
ご
時
^

は
、
'
' 
假
令
斯
く
の
如
く
«-

念
を
高
接
.
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.
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迦
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ず
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あ
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鸪
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。
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あ
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あ
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、
一
ー
職
敷
の
問
の
死
亡
率
の
相
違
を
，

I
.

ヶ
.

の
原
因
晚
蒼
素
に
歸
せ
じ
む
る
乙
S

は
出
來
ぬ
タ 

蓋
し
，比
.̂

せ

ん

..む

す

る

翦

素

が

遊

離

さ

れ

な

枚

か

ら

喂

あ

つ

:̂
:r

從
2

て
く
.

之
も
派
地
輓
不
能
の
.
範

疇

^
數
ペ.
.ら
る 

べ
き
介
あ
る
。
_ヾ

揭
の
條
を
#

a\

繰
返
す
ど
し
て
、：

性
別
於
賃
銀
R

及
呢
す
影
響
-̂

明
か
な
ら
し
め
ん
^

し
、
且
つ 

乙
§

場
合
;̂
#

#

.

.

1般
的
平
均
赏
鈒
が
判
つ
て
ゐ
拎
ざ
す
る
'°
;」

併
し
乙
の
與
±-
'

は
.
同
ノ
.
一
職
業
に
*

^

.
ず
、
且
つ
苹
齡 

«

成
'̂
,
'

同
一
な
ら
ず
ど
ず
る
な
ら
ば
、
'

こ
.0:
!

“

ー.
般
的
卒
均
賃
鈒
は
比
較
不
能
で
あ
る
、
成
ひ
は
^
女
は
己
の
場
合
比 

較
不
能
.
で
あ
るV

J
1

一

i

は
ね
ば
な
ら
ぬ
'

之
は
何
を
意
•味
し
て
が
る
.

が
.

.0
«
乙
の
場
合
は
眯
に
la
;
•ハは
る

數
字
は
、

性
な
る 

耍
素
が
邂
»'
3

れ
て
席
^

ぬ
た
め
、
性
別
が
質
鈒
に
及
ぼ
す
因
果
的
影
響
?:

證
明
し
枞
な
.い.
ビ
い
A

乙
ビ
で
4

る
。 

こ
.の
比
較
不
能
の
«

質
は
^

^

*

べ
，，た
.
三
0

’0'

も
の
^

全

く

別

種

で

あ

つ

て

、
耍

す

る

-̂
問

題

に

關

係

す

る

因

朵

的 

®

素
にS

す
る
も
の
で
あ
る
？
第
一1

ゆ
例
を
.
術
つ
'

て
、
驗
霖
が
死
亡
率
に
及
ぼ
す
影
響
1

見
る
に
"

職
業
.
な

る

®

素 

以
外
の
一
切
の
耍
素
が
等
し
き
も
の
:̂

み
が
地
；§
3

れ
が
。
，.
換
言
す
れs

.
,

囊
吵
耍
素
が
’
同
.

一
の
混
和
I#
]

係
• (

M
i
s
-

 

&>
&

:̂
:

點

浮
3;
-

^

在
る
«.

合
ぬ
办
み
比
驗
3

れ
を
ァ
鄕
*,

ぞ
此
較
可
歡
の
數
ネ
を
#

る
2'

ノ
レ
は
.
多
く
ゆ
場
合
_

 

雛
:̂
"

靡
>

,
全
く
本
可
能
で
あ
る
。
凶
果
的
婴
素
に
關
す
：
も
“

”

ぃ
寧
ろ
比
、較
不
骶
が
風
則
だ
ど
霄
り
a

o
 

,

縦
計
學
者
ば
、_

於
木
ず
骶
だ
5

ぷ
现
出
で
:.
'
1

」

定
の
所
泖
の
.
因
见
關
傲
5:
-

證
明
し
#

な

い

場

合

^
.
應

遇

す

る 

乙V
J

»

<

で
あ
る
。
苦
し
和

、
る
場
合
^

、7
C

の
數
帟
は
比
較
し
得
,̂S

-. V
J

言
：^

れ
る
私
ら
ば
••
>
!,-
(

こ
は

.!(

：；

し

く

不

：

I

定

的
 

斷
定
で
あ
つ
て
、
上
記
0.
.

意
哝
に
於
.

て
ぬ
結
論
を
齎
し
得
な
.V.
V

V
J

 

.
い.t

,
t
 

t

あ
.

る
o

,

併
し
結
周
菩
人
は
、
各
々
の
. 

4

^

法
論
阶
範
_

を
を
の
本
質
に
於
.

て
了
»-

し
確
示
す
る
瓜
要
が
ぁ
-

^

、.
.

又
必
ず
し
も
興
«-
,

な
ら
'̂
4

範
喙
を
ば
、-

全
.

然
無
裔
味
；

の
. 、. ：

少
ベ
ズ
劣

.
今̂
賴
極
的
衣
る
も

0
を
赤
さ

^
る
集
会
物
足
涡
淆
せ
さ
る

&
與
が

^

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:

.

.
:■:
.

五
..：：
-
■

 

. 

.

. 

.

.

.

.

'

.

‘

銎

の

麗

I

s

I

I

著

品

す

|

の
で
$

て
、
¥

泛

鮮

準

墓

|

れ
I

 

I 

f

w

f

VM
i

t

 

i

f

 

I

I

な

を

i

 

i

で
あ
る
。
獨
逸
の
犯
S

計
s

s

、
I

の
犯
揮
S

 

の
f

i.
2

声

一

て
あ
べ
る
。
.
m

ら
ぱ
ぷ
は
女
k

比
し
て
S

丈
け
犯
：*

性
を
布
す
る
か
ど
い
ふ
に
、
必
ず
し
I

ぅ
で 

J

な
V

票

は

そ

の
S

て
は
比
較
不
能
な
の
で
あ
る
o

蓋
し
が
は
女
k

比
し
て
犯
罪
s

#

s

?

る
乙
ビ 

力
1

力
I

S

0

I

B

I

支

ふ

べ

类

任

を

有

し

、
.

之
が
爲
£

な
ら
ず
I

法
行
爲
k

出
f

 

I

も

管

. 

又

：f

の

栽

例

へ
.
1

喝
の
如
I

多
く
の
女
S

不
可
能
で
あ
る
。
乃
I

女
？

の

犯

罌

£

し
て
ょ 

就

篇

£

較
木
能
で
あ
る
。

こ
の
種
の
此
聚
他
は
前
述
の
を
れ
ど
は
5

S

鳥

す

。
蓋
し
、
M

s

合
こ 

は
々
譲
f

か
、
比
較
す
：べ
き
置
字
の
槪
念
的
相
違
ど
か
、
又
は
最
S

常
？

比

較

鑛

の
S

S

か
、
或
ひ 

は
®

^

..
'

ー
ヶ
の
il
i

i
因
的
耍
素
、k

齊

し
'#

ざ
.
る
ど
か
の
现
由
^

.

依

る

の

で

は

攻

い

か

，ら

0 

. 

‘

女
の
犯
罪
頻
度
を
對
此
す
る
>

1

は
、
兩
者
は
各
2

1

る

「
I

般
的
原
因」

を
示
し
、
之
に
細
し
て
統
計 

は
朱
.

焚
何
ら
の
結
論
'
を
與
へ
て
ゐ
な
い
o

急

「
一

般

篇

因

」

.

V
J

は
、
切
女
の
生
活
-1
*

式
•

の
.
J

出
、
匕
こ
セ
，

、

2

 

-

I

機
の
多
少
、
§

狀
態
、
風

俗

習

慣

s

f

で
あ
る
。

I

,

の

.犯

罪

頻

度

错

激

の

f

s

用

し

で

あ
 

る
.

一,
々

の，一

r

a

l

の
®

果
を
示
し
、
を
の
數
字
的
恙
違
.

は
、
こ
の】

-

.

0

の
結
*

の̂

‘

の
大
小
關
係
を
示
す
パ
、
.
并

1

警

！

ー

靈

翼

て

は、
、
f

f

 

I

s

ダ

i°
故
に
、
證

犯

署

f

g.
f

,

益

.女

の

ぎ

だ

け

犯
f

.

f

 

.

,

1

2

ふ
I

は
正
し
い
が
、
.
こ
れ
‘ょ
り
し
て
別
女
.
の

生

來

的

義

他
-
、
或

^

第
一一

十

二

糌

a
l
i

九
： }

統
計
要
宇
比
.

娘
の
_

 

■ 

'

,

1

友
、

「

§

-

.



第
二
士 
5

 

O

 

ニ
六
〇)

漱
澈
徽
字
地
敕
の
問
駔 

ー9

ニ
：

は
.
を
の
、！

f
-遒

德
性
'V

れ&

咖
す
る
-

こ
ズ
.
は
|1
1

涞
な
'

い
.
、
何
さ
な
机
ば
.
、

道

德

性

は

フ

犯

骒

頻

脱

の

雜

名

孜

る

；
一-
案

的

源 

，
因

の1
1

S

過

ぎ

ぬ

紅

ら

で
.
あ
る
.

。

货

女Q

犯

罪
‘
S

の

差

を

观

か

な
.
ら

し

め

ん.
ど

せ

娘

.
®
.
,
別

娘

勿

論

本

來

の

最 

終

原

因

で.ょ

な

い
.̂

乙

の

問

题

に'*
聯

す

る

一’
切

の

一

般

的

；原

因

を

敉

擧

す

べ

.
き
ザ
あ
‘
つ
て
；、
.

決
し
•て
足
等
一
切
め 

腐

因

：
り

結
*

を
ば
、
補
一
り
の
源
®

 

(

刺
べ
ぱ
货
女
の
.
逝
徳
性
.

)

^

馬
せ
む
む
べ
き
.
で
な
い
。
道
徳
.性

.
の

み

を

喵

ー
 

の
顼
蜀
年
な
し
ぅ
る
め
位
、
他
め 

一*

の
原
因
が
嚴
密
K

’

1
:致
：せ
る
揚
合
^

限
ら
れ
么
‘

の
で
あ
つ
.
’て
、
如
上
の
例
R.
- 

於
，

H

は
；、
.斯
ベ
の
如
&

-z
^

.

は
不
可
雄
で
あ
る
。

’ 

'

:

泰

述

ベ

た
I

.

は
、‘
.

ま
打
例
へ
.
.
ば
观
罪
率
の
時
.

別
的
凝
化
.

取
も
逾
川
し
ぅ
る
。‘

舰

鎖

の

咐

加

は

填

に

、

一
般
：
 

的
原
因
の
中
け
、
か

、•
る
增
加
を
‘

馓
ち
し
た
，.變
北
の
生
--
1

:
/2
,

こ
ミ
を
示
す
^

過
.

ぎ
ぬ
。
を
.

れ
は
或
が
は
、
一
般
的
道
德 

性
.

が
鼓
へ
た
：、
め
，か
.

も
知
れ
ぬ
^

、
或
ひ
は
耀
濟
狀
德
の
-«

化
に
依
る
'
.か
咚
知
れ
^

む
、
；又
は
特
殊
.
.な
道
狨
怊
仅
，起 

因
す
洛
か
も
知
れ
ぬ
バ
社〕

 

' 

,

. 

,

' 

£

)

こ
の
饵
は
統
計
的「

微
候」

(symtoxpatik 〕
Q

問
.題
に
對
し
て
深
い
寓
味
が
あ
、

犯
罪
0;咐
加
.は
人
||
1
1の
內
部
的
姐
极
狀
應 

の
惡
化
に
站
か
ぬ
、，ミ
も
あ
リ
ぅ
る
が
、
俳
し
他
の
.袱
愦
に
し
て
馀
し
身
場
合
に
は
_ハ
例
.へ
ば
猶
濟
狀
態
其
の
他
の
事
愦
が
格
別
惡
化
乜
ざ 

る
場
合
に
は)

、治
の
徴
候W

認
泌
で
ょ
い
.で
あ
ふ
ぅ
。
 

.

.

.

布
め
*

は
‘、
別
女
め
串
殺
比

^
關
し
、
又
尚
殺
抓
度
の
啮
训
的
變
化
に
棚
し
，て
も
言
へ
.

る
。
向
殺
.数
字
は
必
ず
し 

も
®

女
の
道
徳
性
を
表
は
^

ず
、
又
を
の
時
叫
讷
凝
化
を
表
は
^

な
仏
。
i

M

M

K

は
言
明
•

し
#
な

、y
一
列
の 

范
速
が
、
邓
女
l.
'

y

R

、
又
’

時
間
的
^

介
在
し
て
右
の
如
&

興
る
へ
频
度
を
惹
起
せ
し
め
て
思
る
の
で
あ
る
。

今
#

:̂

た
の
は
0

德
，統
，計
.
;̂

例
で
ぁ
石
が
、
K

k

經
濟
統
针
の
例
を
•

t

^

■て
，み
る
。

.

絕

身

的
,4
:

.

產
*

か
ら
一
努
働

者

常

ダ

の

,

C
1

ヶ
.年
の

：：、
ベ

又

は

、
-'
:
'--
,日
-
0
S
.
、或

a
啟

4
時

w

©:
.
.
^
相

對

的

坐

康

ガ

，を

計

算U
を

谷

^

時
|-
/
|
]的
又
は
地
方
的
、
時
^

は
國
際
的
な
比
較
に
利
用
3

れ
.
る
。
併
し
之
ょ
ヴ
勞
働
者
.
の
本
來
の
主
»

的
勞
働
，强
度 

を
推
.格
す
る
I

は
不
可
能
で
あ
.
つ
て
、
乙
の
方
两
か
.ら
す
れ
ば
.

'

如
上
の
數
字
は
比
較
不
能
で
あ
る
。
蓋
し
、
勞 

働
細
度
は
生
產
範
阑
を
決
定
す
る
一
般
的
原
因
.
の
^

-

の

一

つ
^

過
.ぎ
ぬ
の
で
あ
.つ
.

て
、
乙
れ
以
，外
^

^

へ
ば
顿
咨
1

乂 

術
の
巧
拙

V
J

か
、
股
料
取
得
の
雛
f

か
、
又
は
鑛
山
に
於
て
は
鑛
脈
の
褒
言
か
の
條
件
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。 

故
^

ー：人
常
6

の
生
產
量
の
減
少
も
、
必
ず
し
名
努
働
强
度
の
減
少
^
歸
す
べ
さ
で
は
な
く
、.
刈
へ
ば

原

料

の
|£
'1
' 

蹄
^

ベ
合
^

の
か
も
知
れ
ぬ
。
反
之
、
を
'の
增
加V」

雖
も
、
或
ひ
は
取
^

經

營

設

備

の

改

捉

.の

み

に

歸

す

べ

さ

も 

の
か
も
知
れ
ぬ
。
乃
ち
主
觀
的
努
働
^

度
は
、.
他
，の
事
愦
の
等
し
刍
場
合
の
み
云
々
せ
ち
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
乙
の 

前
提
は
證
明
を
必
现V

す
る
，こV

J

勿

論

で

あ

：る

。

;•

逆

ご
#)

ビ

し

てI

九
.
.

U

四

年

：
一

月

代

於

け

る
ŷ
J
ル
：
鑛

山

：
の

災

害

，
率

.
は

前

年

度

.同
'

■

^

此

匕

セ

著[>
ぐ

增

加

し

た
。
こ
の
增
加
は
、
勞
■«
時
叫
か
一
時
還

長

せ

ら

れ

た

結

果

孟

做

.
-
れ
4

が
V

:

併
し
©

は
、こ
の
ニ
づ
の
*

ド
は

を
の
ま
、
で
は
此
較
不
能
な
の
で
あ
る
。
蓋

し一

九
二
三
苹
は
ル
ー
，
炭
坑
が
漸
く
囘
復
の
緖
k

就
い
た
ば
か
6

の

IK
1

,

で

.

深
：

S

炭
層
^

は
未
だ
手
を
.つ
け
.
て
ゐ
な
か
つ
た
、
め
、
災
番
は
少
-
か
.

つ
た
‘。
そ
れ
が
次
年
^
至
つ
て
次
馆
に

1'

層
ド
及
.

ぶ
：V
J

^

R

、
向
ら
災
畨
度
數
も
增
加
し
た
の
で
あ
る
。
從
つ
.

て
、
勞
働
時
卯
の
轉
長
の
み
を
災
锥
增
加
の 

原
因

V
J

見
做
す
乙
ビ
は
許
^

れ
な
い
で
あ
ら
ぅ
U 

■,

.
如
J

の

諸

仞

は

一

つ

：
の

獨

：立

し

た

1
'敝
的
方
法
論
的
範
«

0.

存
す
る
乙
：ビ
を
立
©

し

て

ゐ

る

：。

我
/>

、
ば

屢

丨

數

字

. 

的
^
:
Nfe
?:

ば

务

れ

ょ
"

^

矿
致
"

R

表
は
れ
て
來
な

S

一
 

般
的
屈
-1
^

ょ
6

因
果
的
^

說
明
せ
ん
ビ
す
る
こ
^

.
が

あ

る

が

.、

热
一一

十

ご

卷(

r

Hハ
ー
：

)

統

tl
數

字

比

較

のIJ
U
翅 

I
J
-



十

二

卷

2

ニ

六
5

統
針
数
字
比
較
の
.問
題

 

，
飲

九

號

一
.〇
四
：

こ
.の
場
合
、’
兩
者
の
幾
多
の
原
因
に
存
す
る
多
様
な
る
菀
遨
.̂

依
.
つ
て
始
め
て
.
判
明
す
る
相
違
を
ば
、唯
だ
.
.一
つ
の
、
 

.

就
中
、
手
近
か
の
原
因
に
歸
せ
し
む
る
處
れ
が
あ
る
‘

。’
愼
20
:

な
る
判
斷
を
行
ば
.
.ん
(£

す
れ
ば
、
特
に
か
、
る
輕
卒
な 

る
結
論
^

趨
る
事
を
避
け
、
常
^

比
較
の
‘
能
不
2

^

注
意
を
拂
ふ
べ
さ
で
あ
る
が
、
素
ょ
6

之
が
爲
R

は
、
常
該
統
計 

の
方
法
論
的
性
質
に
關
す
る
充
分
の
知
觀
が
必
要
で
あ
る
.
。

’

本
節
代
述
べ
た
範
嚼
は
、
原
因
的
耍
素
^

關
聯
せ
る
»

^

於
て
、
.

上
述
せ
る
浓
四
箣
|«
ど
典
通
す
る
ど
乙
ろ
が
あ 

る
。
併
し
；刚
者
は
跟
觉
別
種
の
範
疇
で
あ
る
。
何

V」

な
れ
ば
、.
第
四
の
範
喃
k

於
て
は
ぃ
調
资
標
識V」

し
て
認
め
ら 

れ
分
類
標
識v

j

し
て
現
は
れ
た
.

一
足
の
因
來
的
要
素
'(

前
例
げ
於
け
る
'
性
別
.
が
貨
鈒
.
妃
及
ぼ
す
影
響
等
；}

の
證
.明
は 

©

接
^

求
め
ら
れ
、
此
較
不
能
を
脫
す
る
爲
R

は
常
該
統
計
材
料
の
，內
部
k

分
類
を
施
し
て
因
.
果
的
要
素
?:

遊
離
せ
. 

ね
ば
な
ら3

の
で
あ
る
が
、
反
之
、
笫
五
の
，場
合
^

は〔

統
計
的
計
數
の
結
來
の
示
す
盖
違
は
、
統
計
材
料
の
‘
上
k
 

毫
も
現
は
れ
ざ
る
非
統
計
的
辦
愦
即
ち
一
.

般
的
原
因
に
挪
く
の
で
あ
る
。
而
も
吾
人
が
.
動
3

も
す
れ
は
こ
の
際
が
、 

る
幾
違
の
原
因
を
ば
、
統
針
材
料
以
外
の
特
定
.事
實
极
求
め
ん
S
す
る
傾
^

の
あ
る
.

こ

ビ

は

、

奶

女

別

犯

罪

統

計

.の 

例
^

於

て

示

し

た

喾

，で

あ

5:
O

V

:.)
-
: 

_ 

,

ン

-

'

‘

.

.

.：

六
.
：
'
：

.

.

"

;
、づ

:;,
:
';
.
'
:
:
?
..
'.
.

: ;
.■
•

■

:

:

:!

最

後

化

擧

ぐ

べ

き

箣
_

は
、
常
該
統
計
を
起
越
む
た
問
題
か
ら
見
た
比
較
不
能
■
で
あ
る
。」

國
JS

JH
-
產
及
び
所
#

?:
. 

刷
際
的
に
比
較
せ
ん
ど
欲
し
て
も
、
©

R

方
法
上
の
相
違
即
ち
計
筧
方
‘
法
の
相
®

の
み
な
ら
ず
、
§

R

BI

ど
圓
ビ 

の
卯
^

於
け
る
旧
然
的
經
濟
的
關
係
の
相
違
^

ょ
つ
て
ゝ
求
む
る
結
泶
は
‘
得
雛
い
で
あ
ら
ぅ
。
こ
の
.fi
l

l

題
は 

一
^
一一 

.

六， <
?
r
.
.

■̂
.

ィ
レ
甜
會
政
^

^

會
-

^
於

ぃ

七

詞

議

さ

れ

た

も

^

で

ぁ
‘
る

上
今
.、w

e
y
e
r
m
a
n
n
.

を
.

M

す
る
.
.な

：ら

^
.
、
_
列

へ
ば
识
太
利
の
如
さ
洧
阈
k

.
於
て
は
太
陽
の
光
線
强
：く
、
溢
度
そ
の
.他
の
効
用
を
®

だ
豐
常
k

提
供
す
る
.に
K

し
、
. 

北
^

訊
_

^

於
て
は
、
楚
等
は
-

^

エ
^

侬
つ
て
袖
は
る
^

必
耍
多
く
'

換
言
す
れ
ば
、
北
阈
は
南
國
^
は
不
必
要
な 

る
經
濟
f

具
ふ
る

M

 

V
J

 

k

ょ
つ
て
、
始

め

て

南

刷

の

享

受

す

る

天

惠

の

水

举

遽

し

う

る

の

で

あ

る

足

憲 

の
保
^
設
備
又
は
防
敗
一
衣
服
の
«

の
み
か
ら
觀
{祭
す
る
な
ら
ば
.，
之
に
常
む
北
國
は
之
を
缺
く
爾
國
ょ
6

ネ
'1

-
い
ド 

裕
だ
ミ
言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
實
際
の
生
活
を
標
準
^

採
る
な
ら
ば
、
必
、ず
し
も
そ
う
で
な
い
己V」

は
明
か
で
あ 

ら

う

C

O

I3-

の
如
き
は
、
阈
段
所
得
計
箅
の
比
較
可
能
の
限
界
は
、
槪
念
解
釋
又
は
統
計
的
技
術
的
方
法
の
相
途 

以
夕
^

在

り
.
见
^

經
濟
組
織
及
び
經
濟
構
成
の
相
違
以
外
に
3

へ.
在
る
ど
斷
言
し
.で
ゐ
る
。

#

ヵ
る
此
眼
の
際
翁
人
の
遭
遇
す
る
■

は
、
最I

十
統
針
的
計
數
そ
の
も
の
.
及
び
そ
の
內
？

は
關
聯
せ
ず
じ 

V

賽
は
所
謂
を
の
環
境
-(

U

日w
e
.
i
t〕

な
る
も
の
晶
聯
す
る
ど
こ
ろ
の
も
の
で
あ
气
.

義

ば
W

か
.る
总
合
こ
於 

け
る
此
較
不
能
の
殷
因
は
、.
先
ず
比
較
す
べ
き
現
象
.
の
環
境
の
相
違
に
求
む
べ
さ
で
あ
る
。'

^

ら
ば
何
故
環
#

は
^

數
^

影
1

を

及

ぼ

し

、

何

故

環

境

の

相

違

..は

此

較

を

撒

澈

す

.'
5
の
•
で
あ
る
か
。.
證
し
^
人 

は
窗
.
<
も
す
れ
ば
#

か
る
.

比
較
の
際
に
計
败
^

ょ
つ
：て
to

：
接
R

示
.

r
a
.

る
.
.、
事
赏
の
，.み
を
考
.
へ.
な
.
い
，.で
、
见
^

進

ん

で

.
^
、

&

故
を
^

—

あ

る

稆

度

ま

.
で

-
-
也
含
す
る
现
象
を
考
虛
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
、.
國
段
財
產
計
JC

の
比
交
C

方

て
:«

望
浈
见
の
恥
度
及
び
巧
能
性
を
考
虛
す
る
が
如
さ
之
で
あ
'る
。
そ
し
て
斯
く
の
”

如
&

I/
1

I
題
は
^

―

恐
ら
C

 

»
如
|

識
的
^

II
R

前
の
統
計
を
超
越
す
る
の
で
あ
る
。
.猶
々
の
都
市
の
妈
II
I
及
び
m

il
i
の
統
計
を
比
較
す
る
拗 

^

■̂

ゥ
よ
ス
の
勿
き
和
|1
)

は
低
い
»

字
を
示
し
て
ゐ
.
る
。
併
し
グ
ェ

i
l
.

ス̂

於
.
て
は
他
の
交
狐
機
關
の
利
.旧
.が
墟 

/t

で
あ
る
か
ら
、
取
^

|
馬
那
や
|

迸
の
錄
が
少
い
か
ら
ど
.
5

-つ.
て
、
交
通
の
.便
宜
.が
少s

 

W

は
S

へ
g

o

か

、
る
見 

'

建

十

1
|

卷

(
i
l
l

六
5

絲
計
擊
比
較
の
問
顏 

第

九

號

5

.

,

*



.第
二
十
一S
 

(

ニ H
C

四)

統
_計
數
字
比
較
-
の
問
題

 

,
 

笫
九
號 

ー
0
六

地
か
ら
.
见
れ
.
ば
、
堝
诽
，ゃ
馄
跟
は
比
.
較
木
能
.
，で
あ
る
，。
財
政
統
奸
の
此
較
ネ
亦
刻
祿
で
あ
る
。
異
る
國
々
の
_
桃
に 

關
す
る
計
数
は
、.
統
計
的
形
式
的
^

は
此
較
し
ぅ
る
。
併
し
國
を
異
に
す
る
^

從
つ
七
、
，
仑
の
祖
.
稅
の
外
^
異
る
程 

度
の
泚
方
桃
マ
し
か
敎
區
税
^

か
べ
-

附
加
さ
れ
る
か
ら
、
國
稅
，.の
み
’

の
比
較
は
.
、
.
' 充
分
の
激
烛
あ
る
結
來
を
澈
し
得
な 

s
i
v
j
/

な
6

、
.
離
览
實
質
的
•
比
較
策
fi
t

'

^

I

R

Wへ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
乍
併
、
そ
れ
は
®

ず

る

に

，
、

#

人

が
 

斯
か
る
.

周
»

§

れ
た
材
料
か
ら
、
本
來
め
統
計
的
比
較
對
象
を
超
え
て
f
f
i稅
負
擔
の
總
额
k

求

め

ん

：
ヒ
.
す

る

か

ら

で
 

あ
る
。
斯
く
の
如
き
希
^

:̂

衆
て
る
な
ら
«-

、
il
v

a

る
.
隊

税

の

み

の

，比
•
較
も
、
1|
^

.

^
充
分
の
^

,

義
を
«

_

ち
ぅ
る
#
で 

あ
る
，。
同
一
の
意
味
妃
於
て
.
、
購
買
力
の
興
る
货
幣
の
ぃ
行
は
る
S
 

ニ
阈
問
の
名
冏
賃
鈒
の
比
較
も
亦
、
假
令
方
法
.的 

に
同
一
で
、
且
っ
同
ー
！貨
幣
に
換
箅
3

れ
，忆
^

し
て
名
、
實
質
的
-R

は
不
可
能
で
お
る
。
何
^

な
れ
ば
、
名
0

貨
鈒 

k

ょ
つ
て
求
め
ら
る
事
货
上
.
の
*

貨
*

ー
は.
、
國
に
ょ
つ
で
興
る
，か
ら
で
あ
つ
.

て
、
，隨
つ
て
こ
の
意
味
に
於
て
は
.赏
質 

賃
銀
0

:

み
が
：事
*

出
此
較
本
»:
_

,

妁
#

お
を
ぞ
で
0.

事
^
^
^

に
も
常
彼
ま
る
。
BI

に
最
後
^

、
甚
だ
し
く
氣
候
の
相
違
す
る
二
國
間
の
. 

一
ロ
の
勞
侧
時
問
R

iJ

す
る
針
數
も
、
芯 

し
齊
人
が
之
を
ば
、
勞
働

V」

共
ド
常
該
環
境
の
中
^

結
合
せ
ら
れ
.
た
肉
體
的
努
カ
.
の
.
猫
度
を
計
る
標
準
^
利
用
せ
ん 

ど
す
る
場
合
に
は
、
勿
論
比
較
は
不
能
で
あ
る
。

：

.

上
例
は
孰
れ
も
、
統
計
的
比
較
の
際
^
杏
人
於
動 
<

も
す
れ
ば(

多
く
は
無
意
識
.
に
>
、眼
前
の
統
計
を
超
越
せ
る
問 

題
を
考
へ
る
こ

V
J

が
あ
る

V
J

い
ふ
こV

J

を
示
す
も
の
'

で
あ
.
る
。
斯
か
る
眼
前
の
計
敷
は
、.
人
が
特
に
比
較
せ
ん
€
す 

る
總
括
的
现
象
の
斷
片
を
示
す
^

過
ぎ
ぬ
。
を
し
て
道
.
大
な
.：乙
ど
は
、服
前
の
計
數
^

-1

つ
.てr;

小
3

れ
た
總
括
的
な
现 

象
の
斷
片
は
該
現
象
V」

比
例
的
で
な
’
s

'ゼ
い
ふ
K

V

、
.乃
ち
、W

前
の
計
.數
は
、特
k

比
較
せ
ん〜

.̂

る
數
4

を
ば
、扇

常

な

る

方

，&

化

於

て

代

表

し

て

©

ら
ぬ
ど
い
ふ
乙
ビ
、
之
で
め
る
。
名
目
賃
銀
上
の
楚
違
は
、
こ
の
賃
鈒
の
齋
す
财 

*

の
逄
違
を
葸
哚
L

な
-V
i

?。
國

税
<£

租
税
負
擔
金
额
ど
の
比
は
.
、，'
國
に
依
つ
て
.
興
.
な
々
、
®

取
の
少

S

事
は
必
ず
し 

も
交
通
機
關
の
不
備
を
浪
味
し
夺
い
。
麻
揆
に
歟
贵
的
に
比
較
さ
れ
た
か
、
る
現
象
は
、|
異
る
，環
境
の
裡
仪
生
じ
た 

も
の
で
あ
る
か
ら
い
.
洛
0

の
妥
當
範
園
め
'
異
る
こ
^

は

言

を

：俟t
e

^

s

.の
で
あ
み
。
さ
れ
.
ば
、
解
決
せ
ん
ゼ
す
る
間 

题
の
#

質
を
示
し
て
思
ら
ぬ
眼
前
の
'
.哥
擻
を
比
較
す
る
乙
ミ
^

ょ
つ
'

て
、.
當
該
！T

©

の
數
量
乃
至
相
互
の
數
a

的
關 

係
，を
結
論
す
る
こ
ど
は
許
さ
れ
なS

。

斯
か
る
結
論
は
、
當
該
問
題
に
關
聯
せ
る

',現象
，、
例
へ
ば
實
質
賃
銀
、
秈
稅 

負
擔
全
.
湖
、
全
體
的
交
通
機
關
等
そ
の
も
の
が
統
計
的
ド
現
は
^

れ
ク
統
訐
的
ド
比
較
さ
れ
た
場
合
^

於
て
の
み
、
 

始
めV

許
さ
れ
る
’
の
で
あ
る
。

.

ノ

'

結

論

，

«

計
的
硏
究
の
結
果
は
常
^

數
糞
の
形
旗
^

於

て

示

さ

れ

：る

が

、
，
元

來

比

較

が

統

計

.の

糈

神

で

f

,

且

つ

數

遗 

る
4

0

が

此

：較

に

最

：：も

便

：な

4

.
形
態
で
あ
る
以
上
.、.比
較
し
得
な
い
統
計
を
寄
人
が
.
動
-

も
す
れ
ば
.强
い
て
比
較
せ 

ん
ぢ
す
る
^

至
る
乙
荩
は
免
れ
在
い
；
の
で
.
あ
る
。.
：®

^

比
較
?:

許
さ
¥

る
場
合
が
豫
.想
外
^

多
い
己
ヾ」

は
.
、
上
に
.述 

^

た
を
：乙
ろ
.
に
1,
0

セ
明
が
^

あ
^

5

-?
:
'統
計
の
普
及
は
素
ょ
$

希
望
；̂
堪
へ
ぬ
ビ
乙
ろ
で
は
あ
る
.
が
、
上
記
の
如 

き
障
碍
は
、
利
用
者
の
伽
に
統
託
的
方
法
論
^

關

す

る

相

當

の

知

識

な

く

し

て

は

、
，，
統

計

も

充

分

の

効

朵

を

發

輝

し 

得

な

い

匕

い

，
ふ

乙

式

を

示

す

：も

の

で

あ

る

タ

.

併

し
.
.
1
.見
典
.味
な
;&

統
計
的
計
數
ビ
雖
^

,

、.
も
し
か
、
る
知
識
を
狐
じ 

て
©

用
さ
る
S

な
ら
ば
、
何
物
ょ
众
も
雄
辯
^

、'
現
象
の
.
秘
密
を
物
語
6

ぅ
る
.

で
あ
ら
ぅ
.;
°

此
貌
不
能
の
揚
合
は
、
右
攸
述
べ
た
通
6

極
め
て
.
多
岐
多
様
で
あ
.
る
が
、.
之
を
通
舰
す
るV

J

さ
、

ー
つ
の
前
大
な

笫

二

十

ニ

卷.

(
I

 
ニ
六
五)

統
針
數
字
比
較
の
卯
題 

第

九

號

.

一
〇

b



■ ；

笫
ニ
.
十

二

卷

C
l

ニ
六
六〕

統
計
數
字
比
較
の
問
題 

笫
九
號
ー
〇
八 

點
が
發
見
3

れ
る
。
を
れ
は
、
此
較
の
能
不2

は
、
多
く
の
場
洽
辦
竞
此
較
の
耵
的
に
よ
つ
て
決
定
^
れ
る
ビ
い
ふ
乙 

V
J

で
あ
る
。.
.素
よ
6

或
る
場
合
^

於
て
は
、ー.
.
2
!
1
的

. 0

如
何
^ -

係
ら
ず
比
.較
の
不
能
な
統
評
が
あ
々
ぅ
る
。
例
へ
ば
^

 

ニ
.

の
範
_

 V
J

し
て
揭
げ
た
調
査
上
の
誤
差
に
搬
ぐ
例
^
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